
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要望先：滋賀県土木交通部 交通戦略課 

公共交通の利用環境改善に対する補助について 

【県への要望】 

国におかれては、公共交通のサービス水準向上と利用環境改善を図るため

に、全国交通系ＩＣカードの相互利用が可能なシステム等に要する経費にかか

る補助制度を創設いただいているところである。 

財源づくりとともに進める交通ビジョンづくりを目指す県におかれても、全

国交通系ＩＣカードの相互利用が可能なシステム等に要する経費にかかる国の

補助制度との協調補助を実施していただくとともに、デジタルサイネージ等を

用いたバスの案内情報などの利用環境の改善全般に対して、現行の県補助制度

の見直しを含めた新たな補助制度の創設について、特段の配意をお願いした

い。 

 

要望内容 

 

≪ICOCA（交通 ICカード）≫    ≪デジタルサイネージ等を 

用いた情報提示≫ 

         

写真 

一般要望(継続) 
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担 当：都市計画部 交通政策課 交通政策係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２３４３ 

・草津市の公共交通は、高齢化の進展と相まって、いわゆる交通弱者の増加や

生活行動圏の多様化に対応する移動手段を確保するための交通施策の重要性

が高まっており、さらなるサービス水準の向上が必要となっている。 

・近年、高齢者が関係する交通事故等が多く発生しており、高齢者の運転免許

証の返納件数も増加していることから、公共交通の充実は一層必要であり、

持続可能な交通体系の構築のため、公共交通の利用環境を整備し、誰もが安

心して利用できる公共交通機関にする必要がある。 

・平成３０年１０月に策定した草津市地域公共交通網形成計画の基本理念であ 

る「誰もがいつでも安心して移動できる持続可能で健幸な交通まちづくり」

を実現するためには、交通系ＩＣカードの相互利用化、多言語案内表示、ピ

クトグラム、デジタルサイネージ等を用いたバスの案内情報などの利用環境

の改善全般に対する財政的な支援が必要である。 

 

現状と課題 

・滋賀県が目指す地域交通の姿である「誰もが、行きたいときに、行きたいと

ころに移動ができる、持続可能な地域交通」の実現に結びつく。 

・利便性を高めることで、持続可能な公共交通の利用環境改善につながる。 

・バス交通の利便性の向上および活性化が図れていくことで、誰もがいつでも

安心して移動できる交通まちづくりを推進し、これからの時代にふさわしい

「コンパクト・プラス・ネットワーク」が実現できる。 

・利用環境を改善することにより、自家用車から公共交通への利用転換が期待

できる。 

 

事業実施による効果 
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位置図・写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般要望(継続) 

要望先：滋賀県土木交通部 道路整備課 

県道の交差点改良による渋滞緩和と歩道未整備区間の

交通安全対策について【県への要望】 

県道の交差点において慢性的な交通渋滞が発生しており、滋賀県道路整備ア

クションプログラム２０２３に位置付けいただき、現在取り組んでいただいて

いる下記について、早期に事業を進めていただきたく、特段の配意をお願いし

たい。 

① 都市計画道路大津湖南幹線の「矢橋中央」交差点改良 

Ａ：矢橋帰帆島方面（県道草津守山線）から大津方面（都市計画道路大津湖 

南幹線）に進入する右折車線の設置 

Ｂ：大津方面（都市計画道路大津湖南幹線）から南草津駅方面（都市計画道 

路矢橋野路線）に進入する右折車線の延長 

また、県道の歩行空間整備（歩道設置）についても、特段の配意をお願いし

たい。 

② 主要地方道大津草津線の「矢橋中央」交差点から「川の下」交差点まで 

要望内容 

①矢橋中央交差点改良 

Ｂ 

 Ａ 

↑ 

矢橋帰帆島方面 

写真 

 

矢橋中央 

②大津草津線歩行空間整備（歩道設置） 

川の下 

矢橋中央 
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担 当：建設部 土木管理課 国県事業推進係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－１５０１ 

矢橋中央交差点において、右折車線がないため、矢橋帰帆島方面（県道草

津守山線）から大津方面（都市計画道路大津湖南幹線）への右折車両が並ぶ

と、守山方面への左折車両および南草津駅方面への直進車両が停滞し、交通

渋滞が発生している。 

近江大橋の無料化等により、矢橋中央交差点の大津方面（都市計画道路大

津湖南幹線）から南草津駅方面（都市計画道路矢橋野路線）への右折車両が

多いにもかかわらず、交差点の右折車線長が短いため、守山方面への直進車

線まで影響し、交通渋滞が慢性化している。 

大津草津線について、歩道未整備の区間があることから、歩行者の安全対

策が必要である。 

現状と課題 

 

１ 当該整備により、県道や市道の交通渋滞緩和を図ることができる。 

２ 交通状態緩和により、交通事故減少につながる。 

 

事業実施による効果 
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一般要望（継続） 

要望先：滋賀県土木交通部 道路整備課 

子ども達が安全に通学や活動ができる道路整備につい

て【国への要望】 

本市では、草津市通学路等安全対策実施プログラムに基づき、地域と一体と

なって潜在的な危険箇所を把握しながら通学路や未就学児移動経路における交

通安全確保のための道路整備事業に取り組んでいる。 

こうした中、令和元（２０１９）年には、滋賀県大津市の交差点で園児を巻

き込んだ事故、令和３（２０２１）年には千葉県八街市で小学生を巻き込んだ

事故が発生し、交差点等における安全対策が全国的な問題となっており、当該

事業による交通安全対策を早期に推進する必要がある。 

引き続き、財政面での支援を国に働きかけていただきたく、特段の配意をお

願いしたい。 

要望内容 

 

写真 

 
市道 志那中下物線での対策事例（令和４年度） 

◆隣接する小学校・こども

園の通学路・集団移動経

路の安全対策を実施 

 

対策前 

対策後 
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担 当：建設部 道路課 管理用地係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２３９０ 

全国的な人口減少傾向のなかで、本市においては現在も人口が増加し続けて

おり（令和４年度の対前年度人口増加比率１．０７）、児童数は約８，４００

人に達し、平成２８（２０１６）年４月には小学校１校が新たに開校されたと

ころである。 

こうした中、児童生徒を巻き込んだ交通事故は毎年発生しており、令和元年

には、滋賀県大津市の交差点で園児を巻き込んだ事故、令和３（２０２１）年

には千葉県八街市で小学生を巻き込んだ事故が発生し、全国的に取り上げられ

ている。 

また、地域や学校、保護者からも登下校時の安全確保を図るための道路環境

整備に関する要望が増えており、早急な対応が求められている。 

通学路等における通行空間の整備には多額の経費を要するため、事業を円滑

に推進するためには、社会資本整備総合交付金要望額を確保していただく必要

がある。 

現状と課題 

通学時等における子ども達の安全が確保され、交通事故の削減につながると

ともに、万が一、重大な事故が発生した際においても、被害の軽減につなが

り、これからの日本の未来を担っていく尊い命が守られることとなる。 

事業実施による効果 
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＜遊具施設等の例＞ 

◆定期点検結果を基に、計画的に更新等を実施（写真は令和４年度施工事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

  

一般要望(継続) 

要望先：滋賀県土木交通部道路保全課、都市計画課 

公共施設の適切な維持管理に対する支援について 

【国への要望、県への要望】 

道路橋梁や舗装、公園など日常生活に不可欠な公共施設について、老朽化が

進んでおり、ライフサイクルコストを踏まえた効率的な維持管理を行っていく

ためにも、点検や修繕について継続的に取り組む必要があるが、地方自治体の

負担は極めて大きくなっている。このため、引き続き、国および県からの財政

面、技術面での支援が必要であり、国に働きかけていただきたく、特段の配意

をお願いしたい。 

要望内容 

写真 

＜道路橋梁の例＞ 

◆定期点検結果を基に、計画的に修繕を実施（写真は令和４年度施工事例） 

破損支承の 

交換 

鋼桁再塗装 

対策前 

対策後 
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担 当：建設部 道路課 管理用地係 ＴＥＬ：０７７－５６１－２３９０ 

公園緑地課 整備係 ＴＥＬ：０７７－５６１－６９６３ 

 

地方自治体の管理する施設について、老朽化が急速に進行しており、道路橋

梁や舗装、公園など、施設の老朽化等を原因とする施設の損傷や機能の低下が

全国的に発生している。 

このため、予防保全を踏まえた維持管理・更新を合理的かつ効果的に行い、

安全性の確保が必要であるが、老朽化対策の確実な実施のためには、適正な管

理と予防保全を踏まえた継続的な予算の確保や、技術的支援が必要である。 

 

現状と課題 

施設の点検や修繕について継続的に取り組み、安全性の確保や予防保全を踏

まえた効率的な計画の作成および更新を行うことで、維持管理コストの縮減を

図ることが可能となり、維持管理水準も高まることにつながる。 

 

事業実施による効果 
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一般要望（継続） 

要望先：滋賀県土木交通部 都市計画課 

 

都市計画道路大江霊仙寺線の整備に係る支援について 

【国への要望】 

都市計画道路大江霊仙寺線は、大津湖南都市計画において隣接する市域間を

南北に結ぶ幹線道路であるとともに、国道１号や大津湖南幹線といった主要幹

線道路の補助幹線としての機能を併せ持つ重要な道路である。 

令和５年（２０２３）３月に一部区間を供用したところであり、当該道路の

ストック効果を早期に発揮すべく、引き続き次年度以降も延伸予定区間の事業

進捗が図れるよう支援を国に働きかけていただきたく、特段の配意をお願いし

たい。 

要望内容 

※ 道路計画位置を赤色で示しています。 

 

 

位置図・写真  

 

令和5年3月供用区間

延伸
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担 当：建設部 道路課 管理用地係 

    ＴＥＬ：０７７－５６１－２３９０ 

滋賀県の南部地域は、京阪神および東海を結ぶ交通の要所であり、国の 

基幹道路である国道１号は、草津市域において交通量が約５万台/日（平 

成２７（２０１５）年度道路交通センサス結果）にもおよび、交通渋滞が慢性

化している状態である。このことに対応するため、国道１号の渋滞対策機能を

持つ当該路線の整備が急務となっている。 

令和４（２０２２）年度に草津市都市計画道路整備プログラムを策定し、優

先度の高い大江霊仙寺線および平野南笠線の一部区間について、今後１０年間

での整備推進を位置付けたところである。また、当該道路の一部区間を令和５

年（２０２３）３月に供用したことからも、ストック効果を早期に発揮させる

べく、本事業を計画的に推進していくには、社会資本整備総合交付金要望額の

確保が課題となっている。 

現状と課題 

 

１ 大津・湖南地域における慢性的な交通渋滞の緩和に大きく貢献できる。 

２ 国道１号の交通渋滞解消および産業・商業の基盤整備の促進を図ること

により、経済効果の増大が期待できる。 

事業実施による効果 
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一般要望（継続） 

要望先：滋賀県土木交通部 都市計画課 

地域の交流と経済活動の活性化を支えるみちづくりの

支援について（市道大路野村線の整備）【国への要望】 

市道大路野村線の整備については、西大路南交差点において、都市計画道路

大江霊仙寺線に流入する車両の交通渋滞が慢性化している。加えて、令和７（２

０２５）年に「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」の開催が控えている。このた

め、歩道や右折レーンを早期に整備し、歩行者の安全や渋滞解消を図る必要が

ある。 

本市としては、事業の進捗状況を踏まえ、引き続き、用地買収、損失補償、

道路整備工事を行う計画としており、事業の進捗を図るため、予算の確保が必

要である。 

令和５（２０２３）年度については、予算の確保をいただいており、引き続

き、次年度以降も、国に働きかけていただきたく、特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

 

 

 

位置図・写真 

 

西大路南交差点の交通状況 

県道側 市道側 

87



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

担 当：建設部 道路課 管理用地係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２３９０ 

市道大路野村線については、大江霊仙寺線へ流入するための右折車両が多いに

もかかわらず、交差点の右折レーンが無く、直進および左折車両が右折車の影響

で停滞しており、交通渋滞が常態化している。 

現在、近辺に位置する野村運動公園（ＹＭＩＴアリーナ）や草津警察署へのア

クセス道路として活用され、加えて、令和７（２０２５）年度の「わた SHIGA輝

く国スポ・障スポ」においても活用される（仮称）草津市立プールの整備を進め

ており、市道大路野村線を利用する歩行者等のさらなる増加が予想される。 

このことからも、歩道や右折レーンを早期に整備し、歩行者の安全や渋滞解消

を図る必要がある。 

さらに、先線の県道下笠大路井線についても交通渋滞が慢性化しており、交差

点改良について、県が事業を進めている。このことから、効果的な交差点の改良

を行うため、継続的な道路整備が必要である。 

現状と課題 

 

１ 当該整備により、県道や市道の交通渋滞緩和を図ることができる。  

２ 国スポ・障スポ会場となる施設等への円滑な交通アクセスの確保、歩行者、

車両の交通環境の改善、安全性の確保となる。 

事業実施による効果 
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改修後 

一般要望(継続) 

要望先：滋賀県土木交通部 住宅課 

常盤
と き わ

団地長寿命化事業への支援について【国への要望】 

市営常盤団地は、建築から４０年以上が経過し、建物および配管等の劣化

が著しい状況であり、令和３（２０２１）年度から防災安全交付金を交付い

ただき、耐震性の向上を含む長寿命化改修工事を順次実施している。 

高齢の入居者等の仮移転を伴う複数年に渡る事業であり、円滑な事業実施

が図れるよう交付金要望額の重点的な確保について、国に働きかけていただ

きたく、特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

配管 

浴室 

トイレ 

配管 配管 
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担 当：建設部 住宅課 住宅管理係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２３９５ 

市営常盤団地については、基本的な耐震性はあるものの、築４０年以上が経

過し、入居者の高齢化とともにストックの老朽化も著しい状態であることから、

草津市国土強靭化地域計画に基づき、早急な耐震性の向上等の長寿命化対策が

求められている。 

長寿命化工事は、入居したまま実施することが出来ないため、高齢な入居者

等に仮移転および本移転をお願いする必要がある。 

入居者に複数回の転居を求める事業であり、入居者の生命財産を守る観点か

ら着実な事業実施が求められている。 

現状と課題 

老朽化が進む公営住宅について、適切に耐震性の向上を含む長寿命化対策を

行うことにより、高齢化が進み、公営住宅等への居住ニーズが高まる中、適切

に高齢者等の住宅確保要配慮者等の居住の安定と集住を進め、住宅に困窮され

る市民に対し、平時・有事を問わず安全で快適な住まいの供給が可能となる。 

 

事業実施による効果 
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